
古くなった空き家を賃貸・売買
するためのポイント
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○空き家率
滋賀県12.1%

(全国平均13.8%)
○賃貸・売却用及び二次的住宅(別荘など)
を除く空き家率

滋賀県 ７．２％
(全国平均５．９％)

令和5年住宅・土地統計調査



別荘や貸家・売却用
等以外の「その他」
空き家の64％に
腐朽・破損があり、
状態も悪い傾向

令和元年空き家所有者実態調査（国交省）
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令和元年空き家所有者実態調査（国交省）
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古くなった空き家を賃貸するためのポイント

2. 「定期建物賃貸借契約」にすると期間満了により、
確実に明け渡してもらえる(合意により再契約も可能）

3. 家主の修繕義務を軽減する特約も有効
(その分家賃を下げるなどの提案は必要)

4. 「DIY型賃貸借契約」により、入居者に好きに
リフォームをしてもらう

5. 管理を委託する

1. 築年数よりは立地、間取り、付帯設備で選ばれる
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老朽空き家につき一切の修繕義務を負わない「特約」は
消費者契約法おいて無効

①修繕義務の範囲を限定する場合
例）大規模修繕は家主負担、小規模修繕は借主負担とし、

修繕内容を細かく明記する
②修繕義務免除・軽減を前提に両者間で相当額の賃料が減額

されていることが確認されているような場合

事前の建物状況調査（インスペクション）の活用

3.家主の修繕義務を軽減する特約も有効

有効にするためには
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国交省：ガイドブック「ＤＩＹ型賃貸借のすすめ

【4. 「DIY型賃貸借契約」により、入居者に好きにリフォームを
してもらう
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国交省：ガイドブック「ＤＩＹ型賃貸借のすすめ 9



【委託できる内容】
・入居者の募集
・契約
・家賃の回収
・修繕工事の手配
・設備メンテナンス
・空室時の巡回 など

※一部は費用実費

賃貸管理業者に委託する

【メリット】
・プロのノウハウが得られる
・遠方に居住しても管理して

くれる

【費 用】
一般的に家賃の5～10％
(※低廉な場合は個別に見積り)
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古くなった空き家を売却するためのポイント

2. リフォームは必要最低限にし、清掃、片付けを

6. 空き家流通促進のための税制・支援の活用

1. 自己判断での空き家の解体は避ける

4. 農地、山林付空き家も人気がある

3. 隣地所有者は有力な売却候補となる

5. マッチングサイトやSNSの活用
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家いちば

空き家ゲートウェイ

空き家のURI・KAI(ウリ・カイ)

空家に特化した「マッチングサイト」の例

特長：空き家の購入希望者にピンポイント
でアクセスでき成約率も高い
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SNS活用の例

YouTube

facebook

Instagram 13



※at home空き家バンクから

・テレワーク
・ワーケーション
・アウトドア
・農業
・趣味の基地

など

14



国交省

※令和９年12月31日まで
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国交省16



市町の空き家バンクの活用
■空き家バンクのイメージ
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全国版空き家バンク
空き家バンクの活用
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まとめ

1. まずは専門家（できれば複数）にご相談ください。

4. 国、地方自治体などの各種の補助金や
支援制度を活用してください。

2. 賃貸・売買の希望者は全国にいることを
イメージしてください。

3. 空き家・空き土地問題の解決に向けて
法律や制度は毎年のように変わっています。

ご静聴ありがとうございました。
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